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Increased ratio of FoxP3+ regulatory T cells/CD3+ T cells in skin lesions in 














DIHS/DRESS 12例、 GVHD12例、紅斑丘疹型薬疹(MDE)18例の3群について皮疹部の生検組織を用いて、 FoxP3染色により
Tregの皮疹部への浸潤を解析した。同時に CD3，CD4，CD 8陽性T細胞の浸潤についても免疫染色により検討した。
結果)
DIHS/DRESSの皮疹部における CD3陽性T細胞数に対する FoxP3陽性T細胞数の割合は GVHD及び MDEと比し優位に増
加していた。一方、この 3群において皮疹部における CD3陽性T細胞数には優位な差がみられなかった。また DIHS/DRESSの
急性期において、皮疹部における CD3陽性 T細胞数に対する FoxP3陽性 T細胞数の割合は発症からの日数に伴って増加し
ていた。しかし GVHD及び MDEについては、皮疹部における FoxP3陽性 T細胞数の割合と発症からの日数との聞に相関はみ
られなかった。
結論)
DIHS/DRESSとGVHDには類似性も多いが、皮疹部における Tregの動態は異なることが判明した。 DIHS/DRESSでは急性期に
Tregが多数浸潤することにより、表皮障害が抑制されている可能性が推測され、皮疹部における Tregの浸潤の相違が両者の皮
膚症状の違いに影響を及ぼしている可能性が示唆された。
